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Abstract 
 
Although the extratropical cyclone is one of the basic systems that characterize the weather and climate in 
mid-latitude regions with the large meridional temperature gradient, its activity and characteristics would be 
greatly influenced by the seasonal transition and regional differences of the mean atmospheric fields such as 
between Europe and East Asia.  Furthermore, detailed knowledge of the daily cyclone activity would help to 
understand deeply the differences of regional climatology including seasonal cycles among various areas. In 
such interest, the present study performed a case study on the cyclone activity around Europe from winter to 
spring of 2000.  In winter, intraseasonal variation of the Icelandic Low was dominant. In the stage when such 
intraseasonal-scale Icelandic Low approached to the northwestern Europe, the several lows passed eastward 
with a few days interval around the intraseasonal-scale low pressure area or its southern edge where the 
baroclinicity was relatively strong. It is also noted that their center pressure was rather low (below 980hPa).  
After April, when the seasonal mean Icelandic low had disappeared, different types of the intra-seasonal-scale 
cyclones and anticyclones were dominantly observed. In the lower SLP stage of the intraseasonal variation in 
Europe, the low to the southwest of England in the middle of April was of the equivalent barotropic structure 
and persisted for about ten days. On the other hand, high pressure area extending from England to the northern 
coast of Germany also persisted for about half month. The southern half of that high area was also of equivalent 
barotropic structure with warmer air there.  
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Ⅰ．はじめに 
傾圧不安定波としての温帯低気圧は，中緯度地域
における日々の気象現象を支配する主要なシステム
の一つである。しかし，その活動は基本場の季節サイ
クルや地域的違いに大きな影響を受ける。また，中高
緯度地域における低気圧の特徴自体も，傾圧不安定
波だけでなく，寒気団内低気圧，寒冷渦といった多様
性が大きい（松本 1987）。 
例えば，ユーラシア大陸東側の日本付近では，シベ
リアの気温の大変大きな年較差を反映して南北の温
度差の季節変化も大きく，アジアモンスーンの影響
も加わって，日本列島付近での前線や温帯低気圧の
活動の季節変化も大きい（吉野 1978；松井・小川編 
1987；大和田 1994；吉野・甲斐 1977；吉村 1967，
等）。また，日本列島の日本海側での降雪は，基本的
には，西高東低の冬型の気圧配置に伴う北寄りの季
節風が日本海を渡る際の気団変質過程に関連して生
じるが，平野部での多量の降雪に対して，上空の総観
規模あるいはメソα規模の寒冷渦，下層の寒気団内
低気圧等が関与する例も少なくないという
（Ninomiya 1968, 1989；Nimomiya et al., 1990a, b；松
本 1987；Matsumoto et al. 1965，等）。 
一方，ヨーロッパ付近での低気圧分布や経路に関
して，古くは Klein (1957)による気候学的な研究があ
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る（吉野（1978）もそれを引用して解説）。また，上
野（1991），Ueno (1992)，Nakamura et al. (1986)らは，
北半球に現れる低気圧の特徴の気候学的違いに関す
る記述を行った。また，瀧川他（2014）は，2000 年 1
月や 7 月の幾つかの低気圧の事例を preliminary study
として解析し，発達中の傾圧不安定波とは異なるタ
イプの低気圧の出現についても例示している。 
ところで，ユーラシア大陸西端のヨーロッパ付近
における月平均場の気候学的な南北の温度差は，年
間を通して東アジアの冬に比べてかなり小さい
（NCEP/NCAR 再解析データ（2.5°×2.5°緯度経度格子）
（Kalnay et al. 1996）に基づく 1 月と 7 月の 850hPa 気
温の月平均値の気候図を，瀧川他（2014）から引用し
て第 1 図に示す）。しかし，加藤他（2016）は，冬の
平均場を特徴づけるアイスランド低気圧の季節内変
動も大きく，それにも関連してドイツ付近での冬の
日々の気温変動も大変大きいことを指摘した（口頭
発表ではあるが）。そのような季節内変動する大気場
は，日々の低気圧活動に対する基本場としても注目
する必要があろう。 
 
 
 
第 1 図 1981 年～2010 年で平均した，850hPa における
1 月（上段）と 7 月（下段）の月平均気温の分布（℃）。瀧
川他（2014）より引用。 
 
 
また，Murakami (1981)，Murakami and Nakamura 
(1983), Nakamura and Murakami (1983)は，チベット高
原の力学効果の一端としての冬の平均場と日々の変
動との相互作用に関連して，高原の東端付近での Lee 
cyclogenesis と寒気吹出しのメカニズムに言及した。
一方，ヨーロッパのアルプス山脈東端での Lee 
cyclogenesis に関する報告もなされている（例えば，
Tibaldi et al. 1980; McGinley 1982）。ヨーロッパ付近に
現れる低気圧の構造や形成・維持過程の多様性につ
いては，単に季節平均場だけでなく，このような季節
サイクルの中での位置づけやその中での「日々にゆ
っくり変動する基本場」との対応にも注目する必要
があろう。 
ところで，瀧川他（2014）も研究の背景として紹介
したように，ドイツの 5 月は，特別な季節として文学
でも多々取り上げられてきた（手塚 1963）（季節サイ
クルの中でみたドイツの 5 月の気候学的位置づけに
ついては，加藤・加藤（2005, 2011, 2014）でも議論さ
れている）。また，ドイツ語文化圏では，夏と冬とい
う二つの季節の間の短い遷移期として春や秋を捉え
る季節観もあり（小塩 1982；宮下 1982），しかも，そ
の厳しい冬を追い出すための伝統行事「ファスナハ
ト（Fasnacht）」も，古くから行われてきた（植田・江
波戸 1988；武田 1980；Moser 1993）。加藤他（2017）
は，気候と音楽との連携による大学での学際的授業
実践研究の一環として，伝統行事ファスナハトの背
景にある気候も取り上げた。その中で，ドイツの『冬
の厳しさ』に関して，単に平均気温が九州～関東より
も低いだけでなく，「かなり大きな日々の気温変動の
中での極端な低温日の頻出」にも注目する視点を提
示した。しかも，加藤他（2017）や，口頭発表ではあ
るが加藤他（2016）によれば，冬の日平均気温の大き
な変動は季節内変動のスケールでも見られ，アイス
ランド低気圧の季節内変動とも関係が深い可能性を
示唆している（季節平均場のアイスランド低気圧の
消失にほぼ対応して，そのような極端な低温日の出
現もなくなっている）。 
従って，ドイツ付近などのヨーロッパと日本列島
付近などの東アジアにおける種々の時間スケールで
の低気圧活動の重なり方を切り口に，季節サイクル
の位置づけも踏まえながら比較気候学的に理解する
ことも興味深いと考える。そこで本研究では，瀧川他
（2014）が preliminary study として取り上げた 2000
年を例に，1 月から 5 月にかけてのヨーロッパ付近に
おける日々の低気圧の活動について，季節進行の位
置づけの中で，更に解析を行った。なお本研究では，
どのような現象が起きているのかという特徴の記述
自体を行い，それらのメカニズムの考察は次の段階
の研究課題と考えている。 
 
Ⅱ．用いたデータと日々の低気圧の同定 
本研究では，NCEP/NCAR 再解析データ（2.5°×2.5°
緯度経度格子）（Kalnay et al. 1996）を解析に利用した。
まず，日々の低気圧や高気圧の中心位置や中心示度
の同定にあたり，各日 00UTC における海面気圧（SLP）
の等値線を，2hPa 毎に描いた図を出力した。描画の
際に，当該格子点を含む隣接する 3×3＝9 格子点の
データから，中心の格子点（当該格子点）1，東西南
北の各格子点 0.5，その他の格子点 0.3 の重みによる
平均を行って平滑化した。なお，日本付近について出
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力した数例についての等圧線のパターンが，同一時
刻の気象庁印刷天気図とほぼ同等な滑らかさになる
ように人が判断して，このような重みの採用を決定
した。以上の SLP 分布図に基づき，各日 00UTC にお
ける低気圧や高気圧の中心位置を人が判定した。 
Ⅲ．地上の高低気圧中心の出現位置の季節進行 
地上低気圧（●），高気圧（○）の中心の出現位置を
月平均 SLP 分布図に重ねたものを，2000 年 1～5 月
について第 2 図に示す。なお，中心気圧が 1000hPa 以
下の低気圧，1030hPa 以上の高気圧については，それ
ぞれ，大きな黒丸，大きな白丸で示した。また，第 3
図には，850hPa 面での月平均気温分布に日々の高低
気圧の出現位置を重ねた同様な図を示す。 
 
 
第 2図 2000 年 1 月～5 月における月平均海面気圧（SLP，hPa）に，日々の地上低気圧中心（●），高気圧中心（○）の位
置を重ねたもの。上段：左から順に 1 月，2 月，3 月，下段：左から順に 4 月，5 月を示す。なお，中心気圧が 1000hPa 以下
の低気圧，1030hPa 以上の高気圧については，それぞれ，大きな黒丸，大きな白丸で示した。また，月平均 SLP＜1008hPa の
領域には薄い影をつけた。 
 
 
 
第 3図 第 2 図と同様。但し，月平均 850hPa 気温（T850，℃）に，日々の高低気圧の位置を重ねたもの。 
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1～3 月には，月平均 SLP＜1008hPa の領域で例示
されるように，月平均場のアイスランド低気圧が北
大西洋からヨーロッパ北部にかけて広がっていた。
しかも，日々の強い低気圧の中心は，月平均場のアイ
スランド低気圧に対応する低圧域に多く分布したが，
その縁にあたる50～60°Nにも少なからず出現してい
た点は興味深い。 
一方，4 月になると，月平均場でみるアイスランド
低気圧は，ほぼ消失していた。このようなアイスラン
ド低気圧の消滅は，ヨーロッパ付近の月平均気温の
東西のコントラストが反転するタイミングに対応し
ていた（冬は，大西洋側が高温で東方のシベリア側が
低温）。また，2000 年の事例では，イギリス南西方付
近を中心に，冬のアイスランドに対応する低圧域よ
りはかなり空間スケールの小さい地上の低圧域が見
られた。日々の低気圧中心も，この領域付近に多数出
現していた。 
5 月には，スカンディナヴィア半島からその北西方
に日々の低気圧中心を伴う浅い低圧域が見られる一
方，ドイツ付近を中心に地上高気圧の出現頻度が高
く，そこは下層の相対的な高温域（いわば「温度リッ
ジ」）にも対応していた（月平均場に関して，加藤・
加藤（2005）も 5 月のドイツ付近の気候に関連した同
様な特徴を指摘）。 
 
Ⅳ．冬から春にかけての日々の高低気圧の出現状況 
 
 
第 4 図 2000 年 1～5 月における 10°E に沿う 11 日移動
平均した SLP の時間緯度断面（hPa）。 
 
 
ドイツ付近を通る経度の 10°E に沿う 11 日移動平
均 SLP の時間緯度断面図を第 4 図に示す。なお，こ
れらの 11日移動平均は，日平均値のデータに基づく。
1～3 月には，60～75°N を中心に，半月から 1 ヶ月
程度の周期でのアイスランド低気圧の強まりに対応
した SLP の極小が見られた。月平均場でのアイスラ
ンド低気圧が消滅した 4 月になると，季節内変動の
スケールのアイスランド低気圧も急に消失した。し
かし，4 月以降も，別のシステムとしての SLP の季
節内変動は，45～65°N 付近の緯度帯を中心に小さ
くなかった。 
 
(a) 
 
(b) 
 
 
(c) 
第 5 図 (a) 2000 年 1～3 月における 10°E に沿う 11 日
移動平均 SLP（hPa）の時間緯度断面図に，0～20°E に存在
した日々00UTC の地上高低気圧の中心の位置を重ねたも
の。横軸は，1 月 6 日から 3 月 31 日までの日付を示す（月
名はアルファベットで示した。J: 1 月，F: 2 月，M: 3 月）。
日々の高低気圧の中心の位置，中心気圧の階級については，
(c)の下側の凡例を参照。(b) 2000 年 3～5 月頃における
10°E に沿う同様な図。横軸は 3 月 1 日から 5 月 31 日まで
の日付を示す（月名は左から順に，M: 3 月，A: 4 月，M: 5
月）。(c) 2000 年 3～5 月における 5°W に沿う(b)と同様な
図（15°W～5°E の間の経度に存在した日々の地上高低気圧
の中心の緯度を重ねた）。また，各 Period に関しての表示
は，本文を参照のこと。 
 
 
そこで，このような季節内変動の中での日々の高
低気圧の出現状況の特徴を記述するために，10°E に
沿う 11 日移動平均 SLP の時間緯度断面に，各日 00Z
に 0°E～20°E の範囲に存在した高低気圧中心の緯度
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を重ねたものを，2000 年 1～3 月，3～5 月に分けて，
第 5 図(a)，(b)に示す。また，第 5 図(c)は，イギリス
南西方の経度にあたる 5°W に沿った同様な図である
（高低気圧は 15°W～5°E の範囲）。 
1～3 月の，半月から 1 ヶ月程度の周期でのアイス
ランド低気圧の強まりに対応する 60～75°N 付近の
SLP 極小期には（第 5 図(a)の Period (A)と表示した期
間。なお，逆の期間を Period(B)と呼ぶことにする），
季節内変動スケールのアイスランド低気圧中心域だ
けでなく，その南縁部にも，日々の強い低気圧が出現
していた（特に，1 月終わり頃から 2 月前半頃）。 
4 月には，イギリス南西方の 5°W 付近に中心を持
つ季節内変動の時間スケールでの地上の低圧域が，4
月半ば過ぎを中心に見られた。しかも，その低圧域付
近が，日々でみた低気圧の出現域とも対応していた。
一方，4 月終わり頃から 5 月前半にかけては，季節内
変動スケールでの地上の高圧域がイギリスからドイ
ツ付近の 50～60°N で見られ，そこでは日々で見た地
上の高気圧の出現域とも対応していた。 
以上に基づき，50～60°N のイギリス付近で季節内
変動スケールの低気圧となっている期間を Period (C)，
逆に，イギリスからドイツ付近で季節内変動スケー
ルの高気圧となっている期間を Period (D)とする（第
5 図(b)， (c)）。なお，2000 年について，各 Period の
日付は次の通りである。 
Period (A)： 1 月 1 日～12 日，1 月 27 日～2 月 13 日，
2 月 28 日～3 月 5 日。 
Period (B)： 1 月 13 日～22 日，2 月 18 日～24 日。 
Period (C)： 4 月 12 日～22 日。 
Period (D)： 4 月 28 日～5 月 11 日。 
以下の章では，Period (A)，Period (C),  Period (D)にお
ける特徴について，詳しく記述する。 
 
Ⅴ．季節内変動の位置づけにも注目した日々の高低
気圧活動（Period (A)） 
第 6 図は，Period (A)，Period (B)でそれぞれ合成し
た SLP 分布に，日々の高低気圧中心の出現位置を重
ねたものである。Period (B)には，スカンディナヴィ
ア半島北東部からその東方にかけて，期間平均の低
圧域が分布していた。しかし，Period (A)におけるス
カンディナヴィア半島北西方まで伸びるアイスラン
ド低気圧に対応する低圧域に比べると，気圧はあま
り低くなかった（図は略すが，Period (A)では，冬の
平均場のアイスランド低気圧よりも，かなり東偏）。
また，Period (A)においては，日々の低気圧の中心の
多くは，期間平均のアイスランド低気圧の低圧域内
（例えば，影をつけた領域内）に出現していた。つま
り Period (A)では，日々で見ても，アイスランド低気
圧がヨーロッパ北西方に位置することが多かったこ
とになる。但し，Period (A)における期間平均のアイ
スランド低気圧の南縁付近に，日々の低気圧中心が
出現することもあった（第 6 図（左）の 60°N 付近）。 
 
 
第 6図 Period (A)と Period (B)で合成した 00UTC におけ
る SLP（hPa）の分布に，00UTC における地上高低気圧中
心の位置を重ねたもの。日々の高低気圧中心の位置や強さ
は図の下側の凡例を参照。左が Period (A)，右が Period (B)。
なお，Period (A)の薄い影域は，期間平均 SLP＜992hPa を示
す。 
 
 
 
(a) 
 
(b) 
第 7図 Period (A)の中の 1 つの期間である，2000 年 1 月
27 日～2 月 13 日における 10°E に沿う SLP（hPa）と Z500
（gpm）の時間緯度断面図を，それぞれ(a)，(b)に示す。1 日
4 回のデータに基づく。横軸の日付を記した場所が，各日
00UTC にあたる。 
 
 
Period (A)の中の 1 つの期間である 2000 年 1 月 27
日～2月 13日における 10°Eに沿う SLPと Z500の時
間緯度断面図を，それぞれ第 7 図(a)，(b)に示す。こ
れらの図は，1 日 4 回（00，06，12，18UTC）のデー
タに基づく。 
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この期間平均のアイスランド低気圧の中心域～そ
の南方では，SLP が 1.5～3 日程度の短い周期で変動
していた（ドイツ付近を通る経度である 10°E では，
1 月 30 日，31 日，2 月 2 日，4 日，等に気圧が低下）。
SLP の変動の大きい領域は 50°N～70°N 付近に伸び
ており，約 2000km の南北幅に達していた。 
 
 
 
第 8図 （上）Period (A)の中の 2000 年 2 月 4～6 日の 00UTC における SLP 分布図の例（hPa）。本文で注目している低気
圧中心を，L1，L2 で，高気圧中心を H で示した。（下）同時刻における Z500 の分布図（gpm）。 
 
 
 
第 9図 Period (A)で合成した 00UTCにおける 500hPaで
の等圧面高度（Z500，gpm）（左），850hPa 面での気温
（T850，℃）（右）の分布に，00UTC における地上高低気
圧中心の位置を重ねたもの。日々の高低気圧中心の位置や
強さは図の下側の凡例を参照。なお，薄い影域は，期間平
均 SLP＜992hPa を示す。 
 
 
第 8 図は，第 7 図の期間中の 2 月 5 日頃に東進し
た低気圧に関する SLP と Z500 のマップの例を示す。
50°N 以南（ドイツ南部よりも南側の緯度）に位置す
る地上高気圧は，あまり東西方向には動いていない
が，Period (A)の平均場のアイスランド低気圧域付近
に出現していた日々の低気圧中心 L1 や L2 は，中心
示度を深めながら，10°E 付近で最盛期を迎えつつ東
進していた。期間全体の SLP や Z500 のマップは略す
が，時間緯度断面図で示したような 1.5～3 日程度の
周期での擾乱の東進が全体として見られた。しかも，
Period (A)の平均場としてのアイスランド低気圧の中
心域は，第 9図に示されたL1，L2のような低気圧が，
1.5～3 日程度の間隔で東進・発達を繰り返すことを
強く反映した気圧分布のように見える点が興味深い。 
ところで，冬型の気圧配置時に日本列島日本海側
の平野部でもまとまった降雪がある場合には，上空
の総観規模の寒冷渦の縁辺部に，寒気団内低気圧が
出現する事例が少なくないことも知られている
（Ninomiya 1989; Ninomiya et al. 1990a,b 等）。そのよ
うな寒気団内低気圧の振幅は，日本海域ではあまり
大きくない。しかし，日本海域で見られる寒気団内低
気圧に比べてそれほど長い時間スケールではないに
も関わらず，日々の低気圧に関する SLP の変動幅が
大きく，peak-to-peak で数 10hPa にも及ぶ時があった
点も注目される。 
なお，Z500 も上記の SLP の変動に対応して，周期
が短い割に比較的大きな振幅で変動していた（第 7図
(b)）。但し，イベント毎の違いも小さくなかった。ま
た，トラフが地上に比べて上空ほど西に傾く傾圧不
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安定波のような位相のタイミングのずれが見えるも
のも見られた（第 8 図に示す 2 月 4 日の低気圧 L1，
2 月 5 日の低気圧 L2，等。但し，中心示度が深まっ
た後には（それぞれの翌日），そのような位相のずれ
は明瞭ではなかった）。しかし，そのような位相関係
が明瞭でないイベントも少なくなく，Period (A)に現
れる日々の低気圧について，どのようなメカニズム
で大きな振幅の変動がもたらされるものが多いのか，
今後の検討が必要である。 
第 9 図は，Period (A)での Z500 や 850hPa 面での気
温（T850）の合成場に，日々の高低気圧の中心を重ね
たものである。Period (A)の平均場でのアイスランド
低気圧やその南縁部における日々の低気圧出現域は，
平均場の 500hPa での低圧部やその南側の Z500 の等
値線が混み合った領域に対応していた。また，上述の
日々の低気圧出現域付近では，下層の水平温度傾度
が比較的集中していた。従って，日々のスケールでの
低気圧の発達に関して傾圧不安定的な過程も関与し
ている可能性もあるが，前述のように，トラフの軸が
上空ほど西に傾く構造が第 7 図の期間の全ての事例
で明瞭に見られたわけではなく，擾乱の構造に関す
る詳細な解析も含めて，その発達過程については今
後の研究課題として残されている。 
ところで，アイスランド低気圧の年々変動は，アリ
ューシャン低気圧との間のシーソー現象として捉え
られることが指摘されている（Honda et al. 2001; 
Honda and Nakamura 2001。本田他 (2004)による解説
も参照）。彼らによれば，そのシーソーは，太平洋で
のテレコネクションパターンの一つである PNAパタ
ーン（Pacific-North American pattern）と大西洋での
NAO パターン（North Atlantic Oscillation）（Wallace 
Gutzler 1981; Kushnir and Wallace 1989）を強く反映し
ているという。季節内変動の時間スケールのアイス
ランド低気圧の振る舞いに関して，このような広域
的な観点からの過程の吟味も必要であろう。 
しかし，本研究の段階でも，(1)アイスランド低気
圧が季節内変動スケールでヨーロッパ北西方へシフ
トしたステージで平均したアイスランド低気圧の低
圧部は，日々で見ると，1.5～3 日程度というかなり短
周期でありながら数 10hPa にも及ぶ SLP 変動（peak-
to-peak で）を伴って東進する低気圧のサイクルを強
く反映していたこと，(2)そのような日々の低気圧中
心の出現・東進域が，ちょうど季節内変動スケールで
の下層の水平温度傾度の集中帯に対応していたこと，
という事実は興味深い。 
 
Ⅵ．季節内変動の位置づけにも注目した日々の高低
気圧活動（Period (C)と Period (D)） 
次に，4 月～5 月における特徴について記述する。
それぞれ，Period(C)と Period (D)で合成した SLP 分布
に，日々の高低気圧中心の出現位置を重ねたものを，
第 10 図に示す。また，Period (C)で合成した Z500 や
T850 の分布に，00UTC における地上高低気圧中心の
位置を重ねたものを第 11 図に示す。 
 
 
 
第 10図 Period (C)（左）と Period (D)（右）でそれぞれ
合成した 00UTC における SLP（hPa）の分布に，00UTC に
おける地上高低気圧中心の位置を重ねたもの。日々の高低
気圧中心の位置や強さは図の下側の凡例を参照。 
 
 
 
 
第 11 図 Period (C)で合成した 00UTC における 500hPa
での等圧面高度（Z500，gpm）（左），850hPa 面での気温
（T850，℃）（右）の分布に，00UTC における地上高低気
圧中心の位置を重ねたもの。日々の高低気圧中心の位置や
強さは図の下側の凡例を参照。 
 
 
第Ⅳ章で述べたように，4 月半ば頃の季節内変動ス
ケールでの Period (C)における地上の低圧域は，日々
でみた低気圧の出現域とも対応していた。また，その
低圧域は，冬のアイスランド低気圧よりは南方の
50°N 付近に位置し，東西には 2000km 強の広がりを
持っていた。第 11 図の Z500 の分布も参照すると，
地上の低圧域は 500hPa でのそれと重なっており，季
節内変動でのその低気圧は，中心軸が鉛直に立って
いたことになる。また，850hPa でも東西方向には弱
い低温域に対応しているように見える（第 11図（右））。
つまり，季節内変動スケールでのこの低圧域は，等価
順圧的な構造と考えられそうである。 
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(a) 
 
(b) 
 
(c) 
第 12 図 Period (C)（2000 年 4 月 12 日～22 日）におけ
る，10°W に沿う SLP（hPa），Z500（gpm），及び T850（℃）
の時間緯度断面図を，それぞれ(a)，(b)，(c)に示す。1 日 4
回のデータに基づく。横軸に付した日付が，各日 00UTC に
あたる。 
 
 
Period (C)における 10°W に沿う SLP，Z500，及び，
T850 の時間緯度断面図を，それぞれ第 12 図(a)，(b)，
(c)に示す（第 7 図と同様に，1 日 4 回（00，06，12，
18UTC）のデータに基づく）。日々の SLP や Z500 の
変動は Period (A)よりもゆっくりしており，持続性は
強かった。また，55°N 付近に中心を持つ低気圧に関
して，地上と 500hPa とで，ほぼ同期した変動が見ら
れた。また，この低気圧域付近よりも，それ以北や以
南の方が傾圧性が強かった点も注目される（第 12 図
(c)も参照）。但し，この低気圧の構造や基本場との関
係などに関しては，今後，更に詳しく吟味する必要が
ある。 
一方，Period (D)にイギリスやドイツ付近で見られ
た季節内変動のスケールで地上の高気圧は，第 10 図
によれば更に東方の 30°E付近まで東西に帯状に伸び
ていたことが分かる。 
 
(a) 
 
(b) 
 
(c) 
第 13図 第 12 図と同様。但し，Period (D)（2000 年 4 月
28 日～5 月 11 日）における 10°E に沿う断面図。 
 
 
 
第 14図 第 11 図と同様。但し，Period (D)。 
 
 
第 12 図と同様な時間緯度断面図を，Period (D)につ
いて第 13図に示す。また，第 11図と同様な図をPeriod 
(D)について第 14 図に示す。 
第 13 図に示されるように，この高気圧も，Period 
(C)の低気圧同様，日々の持続性が強いことが示唆さ
れる。また，地上高気圧の中心軸は 60°N 付近にある
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が，その中心軸よりも南側の 45°N 付近まで高圧域が
広がる。その南半分の高圧域については，60°N 以北
よりも Z500 や T850 が高くかつ南北傾度の小さい領
域が（暖気に覆われる背の高い高気圧），45°N 付近ま
で広がっている。第 14 図の Period (D)の平均場によ
れば，特に 10°～15°E 付近に南北に伸びる下層に暖
気を伴う背の高いリッジがあり，また，そのリッジは
50～55°N 付近で東西方向にも広がっていた。 
以上のように，4 月以降には，等価順圧的な構造を
持ち，日々の天気図で見ても持続性のある低気圧や
高気圧が，イギリス～ドイツ付近に（50°N～60°N 付
近を中心に）現れるようになった点が注目される。 
なお，加藤・加藤（2005, 2011）は，ドイツの 5 月
の季節感と気候に関連した考察の中で，1992 年の事
例解析に基づき，ドイツの 5 月頃には下層に暖気を
持つ背の高い高気圧が覆うような気圧配置に季節的
に遷移していた点を指摘した。また，加藤・加藤（2011）
は，同じ年の事例解析から，ドイツの夏の半月周期程
度の気温の季節内変動に関連して，ドイツ付近は，低
温期，高温期で，それぞれ等価順圧的な低気圧偏差，
高気圧偏差に覆われていたことを指摘した。 
従って，この時期のアルプス山脈以北のヨーロッ
パでは，アイスランド低気圧とは異なる季節内変動
スケールの現象が，日々の生の現象としても明瞭に
見えうるとも言えよう。本研究の結果は，そのような
ヨーロッパの季節サイクルの特徴の一つを，高・低気
圧活動という観点から理解を深めていく一つの切り
口にもなりうるのではと考える。但し，本研究で提示
した高気圧システムの一般性や季節進行の中での位
置づけ等に関しては今後の検討課題である。 
 
Ⅶ．まとめ 
本研究では，東アジアとは基本場の季節サイクル
もかなり異なるヨーロッパについて，冬から春にお
ける季節進行の中での位置づけを意識しながら，
日々の高低気圧の特徴や出現状況に関する総観気候
学的な事例解析を行った。2000 年 1～5 月の事例を対
象とし，解析には，主に NCEP/NCAR 再解析データ
（2.5°×2.5°緯度経度格子）を利用した。主な結果は以
下の通りである。 
(1) 冬を通して季節平均場で持続するアイスラン
ド低気圧は，季節内変動も大きい。その季節内変動と
して低気圧がヨーロッパ北西方に接近しているステ
ージでは，そのスケールでの低圧部もしくはその南
縁部で，数日足らずのかなり短い間隔で低気圧が東
進発達していた（ドイツ北方の 10°E 付近の緯度で最
盛期）。しかも，そのような短い時間スケールにも関
わらず，擾乱の海面気圧の変動が peak-to-peak で数
10hPa に達する事例があった点が注目される。 
(2) 季節平均場でのアイスランド低気圧が消失す
る 4 月以降も，上記とは異なる特徴を持つ季節内変
動スケールでの高低気圧が，日々の変動としても卓
越していた。2000 年の事例では，4 月半ば頃に，中心
付近に相対的に寒気を伴う季節内変動スケールでの
低気圧が，イギリス南西方を中心に日々持続した。一
方，4 月終わりから 5 月前半頃にかけて，中心に暖気
を伴う季節内変動スケールでの高気圧が，イギリス
からドイツ北部へと東西に伸びて日々持続した。こ
れらのシステムは，等価順圧的と見なせるような構
造であった。 
 
しかし，Period (A)で現れた日々の短周期での低気
圧の構造や，季節内変動スケールのアイスランド低
気圧との相互の関連等の，事実の詳細な記述やメカ
ニズムに関しては，更なる研究が必要である。また，
4 月以降における，日々の持続性も持った高低気圧の
構造や出現状況に関して，他の年についての事例を
蓄積することや季節進行の中での位置づけの考察等
も，今後に残された課題と考える。 
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